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倉敷市民間保育所協議会
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令
和
五
年
に
倉
敷
市
民
間

保
育
所
協
議
会
は
五
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
諸

先
輩
方
が
日
々
、
児
童
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
お
か
げ
様
で

倉
敷
市
の
保
育
行
政
は
全
国

的
に
も
高
い
レ
ベ
ル
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

皆
さ
ん
ご
承
知
の
よ
う
に
、

五
十
年
の
間
に
社
会
情
勢
は

徐
々
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
倉
敷
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
み
ま
す
と
、
色
々
な

種
類
の
人
口
統
計
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
現

状
を
よ
く
表
し
て
い
る
な
と

思
っ
た
の
が
、
年
齢
別
人
口

の
統
計
で
す
。
令
和
二
年
の

数
字
で
す
が
一
番
多
い
年
齢

区
分
が
四
十
五
歳
か
ら
四
十

九
歳
で
約
三
万
四
千
人
、
次

に
多
い
の
が
七
十
歳
か
ら
七

十
四
歳
の
約
三
万
三
千
人
で

し
た
。
一
番
少
な
い
年
齢
区

分
は
と
言
う
と
ご
想
像
通

り
、〇
歳
か
ら
四
歳
児
の
区

分
で
約
一
万
七
千
八
百
人
、

次
に
少
な
い
区
分
は
五
歳
か

ら
九
歳
児
の一
万
九
千
九
百

人
で
し
た
。
二
万
人
を
割
っ

て
い
た
の
は
こ
の
二
つ
の
年
齢

区
分
だ
け
で
し
た
。
約
五
十

年
前
に
生
ま
れ
た
世
代
が
一

番
多
い
人
口
区
分
に
な
って
い

る
の
が
何
と
も
非
肉
な
事
と

思
い
ま
す
。

私
は
今
年
で
五
十
六
歳
に

な
り
ま
す
。
お
寺
で
生
ま
れ

育
っ
た
の
で
、
子
ど
も
の
頃
は

毎
日
寺
の
境
内
で
沢
山
の
近

所
の
子
ど
も
達
が
保
育
園
や

学
校
の
放
課
後
に
遊
ん
で
い

ま
し
た
。
鬼
ごっこ
、ビ
ー
玉
、

ゴ
ム
跳
び
、
と
て
も
賑
や
か

で
し
た
。
私
の
住
む
地
域
は

過
疎
化
が
激
し
い
所
で
す
っ

か
り
静
か
に
な
り
ま
し
た
。

人
口
の
地
域
別
分
布
も
こ
の

五
十
年
で
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
今
で
も
子
ど
も
の
多

い
地
区
は
点
在
し
て
、
中
々

希
望
の
園
に
入
れ
な
い
こ
と

も
あ
る
と
お
聞
き
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
の
一つ
で

し
ょ
う
。
私
は
平
成
十
二
年

に
園
長
に
な
り
ま
し
た
。ち
ょ

う
ど
そ
の
前
後
位
に
大
腸
菌

Ｏ
１
５
７
が
問
題
に
な
っ
て
い

て
、
保
育
施
設
で
も
衛
生
面

で
対
応
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

給
食
の
食
材
の
管
理
や
、
保

育
室
の
衛
生
管
理
も
大
き
く

レ
ベ
ル
を
上
げ
ま
し
た
。
市

か
ら
は
給
食
の
食
材
を
一ヶ
月

分
保
存
用
の
保
冷
庫
が
支
給

さ
れ
た
ほ
ど
で
す
。
保
育
指

針
も
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
簡

単
に
申
し
ま
す
と
、
子
ど
も

一
人
一
人
の
個
性
を
尊
重
す

る
、
保
育
士
の
専
門
性
の
向

上
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
と

な
る
等
で
し
ょ
う
か
。
保
育

士
資
格
も
国
家
資
格
に
な

り
、
よ
り
責
任
の
あ
る
職
業

と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達

の
保
育
や
指
導
計
画
の
立
案

な
ど
忙
し
く
さ
れ
な
が
ら
、

笑
顔
で
子
ど
も
達
に
接
し
て

お
ら
れ
る
先
生
方
に
は
本
当

に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
五
十

年
、
保
育
行
政
ま
た
、
倉

敷
市
民
間
保
育
所
協
議
会

は
ど
う
変
わ
る
で
し
ょ
う
か
。

私
の
よ
う
な
浅
学
の
者
に
は

想
像
す
る
の
も
憚
れ
る
の
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
保
育
所

は
で
き
る
限
り
は
開
所
し
て

い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
休
園

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
保
育
所
本

来
の
責
務
と
し
て
開
所
し
ま

し
た
。
当
然
で
す
が
保
護
者

の
皆
様
に
も
多
く
の
ご
協
力
、

ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。
個

人
的
な
思
い
で
す
が
、
こ
れ

は
医
療
機
関
に
準
ず
る
行
い

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今

、
日
本
社
会
で

も
保
育
施
設
の
重
要

性
が
見
直
さ
れ
て
き

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
先
進
国
で
は
何

処
も
少
子
化
問
題
に
苦
慮
し

て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
是
非

「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」

を
加
速
し
て
二
の
矢
、
三
の

矢
を
放
って
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
昨
年
度
か
ら
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
「
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
」
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
従
来
の
保
育
所

通
園
の
要
件
を
満
た
さ
な
く

て
も
、
通
園
で
き
る
と
い
う

制
度
で
す
が
詳
細
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
子
育
て
世

代
に
と
っ
て
は
か
な
り
の
イ
ン

パ
ク
ト
に
は
な
り
そ
う
で
す

ね
。
園
長
に
な
っ
て
二
十
四

年
経
ち
ま
し
た
が
、
も
し
こ

の
制
度
の
運
用
が
決
ま
れ
ば

最
も
大
き
な
改
革
に
な
り
そ

う
で
す
。

改
革
と
い
え
ば
、
令
和
五

年
度
に
倉
敷
市
民
間
保
育

所
協
議
会
会
長
に
初
め
て
女

性
の
会
長
が
誕
生
し
ま
し

た
。
女
性
が
圧
倒
的
に
多
い

協
議
会
で
す
の
で
、
こ
れ
で

や
っ
と
あ
る
べ
き
姿
に
な
り
ま

し
た
。
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。

毎
日
元
気
に
通
園
し
て
く

る
子
ど
も
達
を
眺
め
な
が
ら

次
の
五
十
年
の
主
役
達
の
た

め
に
微
力
な
が
ら
頑
張
ろ
う

と
誓
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
令
和
五
年
秋
の
叙
勲

に
お
か
れ
ま
し
て
社
会
福
祉
法
人

興
福
会
黒
崎
保
育
園
（
倉
敷
市

玉
島
黒
崎
）
理
事
長
・
園
長
　

赤
松
秀
映
先
生
が
、「
瑞
宝
双
光

章
」
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

赤
松
先
生
は
、
昭
和
五
十
三

年
四
月
、
保
育
室
の
窓
か
ら
瀬
戸

内
海
を
望
む
景
観
が
と
て
も
美
し

く
、映
画
『
釣
り
バ
カ
日
誌
』『
と

ん
び
』
な
ど
の
ロ
ケ
地
に
も
選
ば

れ
た
、
社
会
福
祉
法
人
興
福
会

「
南
浦
保
育
園
」（
倉
敷
市
玉
島

黒
崎
）
副
園
長
と
し
て
勤
務
後
、

昭
和
五
十
八
年
四
月
同
園
園
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
十
六
年
四
月
、
倉
敷
市
黒
崎

保
育
園
の
民
間
委
託
を
受
諾
さ

れ
、
倉
敷
市
の
公
設
民
営
園
「
倉

敷
市
黒
崎
保
育
園
」
へ
異
動
し
園

長
就
任
、
平
成
二
十
五
年
四
月

完
全
民
営
化
を
経
て
、
現
在
「
黒

崎
保
育
園
」
園
長
、
通
算
約
四

十
五
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
日
々

子
ど
も
達
の
幸
せ
を
願
い
、
温
か

い
眼
差
し
で
保
育
に
邁
進
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
八

年
十
月
か
ら
は
社
会
福
祉
法
人

興
福
会
理
事
長
に
も
就

任
さ
れ
、
法
人
の
適
正
な

管
理
運
営
に
も
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感

性
、
さ
ら
に
先
見
の
明
を

お
持
ち
の
先
生
は
、
園
の

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を

巧
み
に
生
か
し
た
保
育
を

次
々
と
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
ビ
オ
ト
ー
プ
、

ヤ
ギ
牧
場
な
ど
何
で
も
手
作
り
さ

れ
、
季
節
と
自
然
を
通
じ
た
様
々

な
保
育
体
験
か
ら
、毎
日
笑
顔
いっ

ぱ
い
の
子
ど
も
達
。
そ
の
心
に
は
、

豊
か
な
感
受
性
が
育
ま
れ
て
い
ま

す
。私

共
、
公
益
社
団
法
人
倉
敷

市
民
間
保
育
所
協
議
会
で
は
、

通
算
九
期
十
七
年
理
事
に
就
任
、

そ
の
う
ち
三
期
六
年
は
会
長
と
し

て
、
何
時
も
会
員
の
輪
を
大
切
に

思
い
な
が
ら
、
組
織
を
牽
引
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
特
に
、
当
協

議
会
が
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行

期
、
会
長
と
し
て
采
配
を
振
り
、

設
立
認
可
を
受
け
る
に
至
っ
た
功

績
は
多
大
で
す
。

宗
教
法
人
海
蔵
寺
（
天
台
宗
）

の
ご
住
職
で
も
あ
る
赤
松
先
生
、

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
な
さ

り
、
温
和
篤
厚
な
お
人
柄
で
、

人
を
引
き
寄
せ
る
強
い
お
力
を
感

じ
ま
す
。

ど
う
ぞ
い
つい
つ
ま
で
も
お
元
気

に
、
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す
と
共

に
、
私
共
保
育
関
係
者
に
ご
指
導

を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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双
光
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朝
起
き
て
、着
替
え
て
顔
を
洗
い
朝
食
を
食
べ

て
保
育
園
へ
。子
ど
も
は
園
で
過
ご
し
大
人
は
仕

事
を
し
て
、夕
方
に
は
家
へ
帰
り
夕
食
と
お
風
呂

を
済
ま
せ
て
布
団
に
入
る
…
。平
日
は
、ど
の
家
庭

も
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
テ
ィ
ン
で
は
な
い
で
し
よ
う

か
。似

て
は
い
る
け
れ
ど
同
じ
で
は
な
い
日
々
。子

ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
が
毎
日
の
生
活
に
彩
り
を
運

び
ま
す
。朝
の
忙
し
い
時
間
に
子
ど
も
の
反
抗
や

甘
え
で
苦
戦
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、「
あ
り
が
と

う
」の
一
言
に
胸
が
温
ま
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。登
園
の
道
中
に
一
緒
に
歌
っ
た
り
、子
ど
も
の

成
長
の
一
瞬
を
見
つ
け
た
り
、と
子
ど
も
に
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
の
は
子
育
て
中
の【
親
】

の
特
権
で
す
ね
。

今
年
「
P
E
R
F
E
C
T  

D
A
Y
S
」と
い
う
映
画
を
観
ま
し

た
。人
の
内
面
を
描
い
た
作
品
で
、主

演
の
役
所
広
司
さ
ん
は
カ
ン
ヌ
国
際

映
画
祭
で
最
優
秀
男
優
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。全
く
変
わ
ら
な
い
よ
う
に

見
え
る
毎
日
を
淡
々
と
映
し
、人
と

の
関
わ
り
で
の
揺
ら
ぎ
や
、小
さ
な

幸
せ
を
見
つ
け
た
喜
び
で
、実
は
同

じ
で
は
な
い
日
々
の
連
続
だ
と
気
づ
き
ま
す
。こ

の
映
画
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
木
漏
れ
日
は
、今
の
一

瞬
を
表
し
て
い
る
日
本
語
特
有
の
表
現
な
の
だ
と

か
。光
と
影
が
織
り
な
し
、同
じ
も
の
は
二
度
と
見

ら
れ
な
い
。何
気
な
い
日
常
の
中
に
は
、必
ず
こ
の

光
き
ら
め
く
一
瞬
が
あ
る
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
る

作
品
で
し
た
。

今
年
は
悲
し
い
出
来
事
で
始
ま
り
、こ
れ
か
ら

も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
日
常
の
有
難
さ
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。今
を
生
き
る
大
切
な
子
ど
も

た
ち
。そ
の
一
瞬
の
輝
き
に
気
づ
き
、子
ど
も
と
共

に
温
か
な
幸
せ
を
感
じ
合
え
る
人
で
い
ら
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

●家庭で保育ができない保護者に代
わって保育をする施設
●保育所保育方針に基づき、養護と
教育の両面で保育を行う
●教育保育給付認定2号、3号認定を
受けた子どもで0歳～就学前まで
受け入れ可能
●乳児保育園は0～2歳児まで
●夕方までの保育、園により延長保育
などを実施

●幼稚園と保育園の機能や特長をあ
わせ持ち、地域の子育て支援も行
う施設
●幼稚園教育要領、幼保連携型認定
こども園教育・保育要領、保育所保
育指針に基づき教育・保育を行う
●3～5歳児は保護者の就労の有無
に関わらず利用可能
●教育保育給付認定1号、2号、3号認
定を受けた子どもで0歳～就学前
まで受け入れ可能
●夕方までの保育、園により延長保育
などを実施

●幼稚園的機能と保育所的機能の両方
の機能を併せ持つ単一の施設として、
認定こども園としての機能を果たすタ
イプ

●認可保育所が保育が必要な子ども以
外の子どもも受け入れるなど、幼稚園
的な機能を備えることで認定こども園
としての機能を果たすタイプ

●保育園と基本内容は相違なし
●0～2歳児まで受け入れ可能
●定員は6～19人まで

管轄省庁
利用年齢
保育時間

こども家庭庁

0歳～就学前

4～11時間

こども家庭庁

0歳～就学前

8～11時間

文部科学省

満3歳～就学前

4時間

認定こども園認定こども園 保  育  園保  育  園 幼  稚  園

1.就労　 2.妊娠・出産　 3.保護者の疾病・障がい
4.同居親族等の介護・看護　 5.災害復旧
6.求職活動　 7.就学等　 8.虐待・DVのおそれ
9.育児休業　 10.その他市町村が認める場合

何が
違うの？

●保育園
●小規模保育園

●認定こども園
●幼保連携型認定こども園
●保育所型認定こども園

保育園

認定こども園

幼稚園型認定こども園

幼保連携型認定こども園

保育所型認定こども園

小規模保育園

保育料について

保育の必要性の認定基準について

認定区分や保護者の所得に応じて保育料が決まります。
1. 保育料は保護者の所得（市町村民税所得割課税額等）を基に算出されます。
2. 多子世帯やひとり親世帯等については、保育料の負担軽減があります。

教えて

それぞれの環境に
合った園で、より良い
子育てができるんですね

1号認定
（教育標準時間認定）

2号認定
（保育認定）

3号認定
（保育認定）

認定の必要は
ありません

「保育を必要とする事由」
に該当しますか？

スタート

3～5歳

いいえ はい

0～2歳

はい いいえ

お子さんの年齢は？

「保育を必要とする事由」
に該当しますか？

あなたの認定区分は？



口から食道・胃・小腸・大腸・肛門に至るまでの消化管において、腸は約8割以上もの長
さを占めている臓器で、「栄養の吸収」「不要なものを排せつ（デトックス）」「免疫力の維持」
を行っています。

腸内環境とは？
腸内環境とは、この腸の中にいる細菌も含めた腸全体のことを表しています。
人の腸内には、目に見えないくらい小さな細菌がたくさん住んでいて、私たちと
共生しながら生きています。その数はなんと1000種類以上、100兆個以上もあって、
人間一人の細胞の数（約37兆個）より多いと言われています。この細菌は歴史も
深くて、地球が始まったとされるのが46億年前、初めて生物が地球に誕生したのが36
億年前、それがこの単細胞の微生物である菌なのです。
この多種多様な菌が食べ物を分解するだけでなく様々な物質を生み出し、免疫力を高めたり、自律神経や精神
的作用、筋肉の働きにまで影響を与えていることまでわかってきました。

腸内環境の土台は、就学前までに完成すると言われています。倉敷市の園でも野菜が好きになる為の取り組み
や、発酵食品づくりなど、食育の一環として腸育が行われています。

塩こうじづくり
幼保連携型認定こども園 たから保育園

味噌づくり
ドルフィン・キッズ保育園

腸内環境が悪いと…？
便秘や下痢などのお腹の不調、にきびや肌荒れなどがあります。他には、腸内細菌が
ビタミンやホルモンの合成にも関わっているため、気分がイライラしたり、うつの状態
になってしまうこともあります。また、近年アレルギーや花粉症などとの関係や、肥満
の原因なども指摘されるようになって来ました。

腸内環境が良いと…？
便秘や下痢になりにくく、消化や排せつがスムーズになります。免疫力を上げられる
ため、風邪をひきにくくなります。幸せを感じる神経伝達物質であるセロトニンや、や
る気やポジティブな気持ちを感じるドーパミンも腸内細菌が作ってくれるため、明るく
元気でいられます。

腸内環境を良くするためには？

園での腸育の取り組み

腸は何をしているの？

参考図書・映画
「子どもの幸せは腸が7割」 著者：藤田 紘一郎
「麹のちから！」著者：山元 正博
「麹親子の発酵はすごい！」著者：山元 正博・山元 文晴

「いただきます　みそをつくる子どもたち」 監督：太田 敏
「いただきます　ここは発酵の楽園」 監督：太田 敏

腸育とは…
腸内細菌が暮らしやすく、
働きやすい腸内環境を
整えてあげることです

理想的な腸内環境のバランスは、善玉菌2割、悪玉菌1
割、日和見菌7割ですが、食生活などによってバランス
が変わります。善玉菌が優勢の状態を維持することが
健康のカギです。善玉菌と悪玉菌はどちらも2割を超え
ることはできないといわれ
ていて、優勢な方に
加勢する日和
見菌の重要
性が注目さ
れています。

腸内環境を整えるたべもの発酵食品

食物繊維が
豊富な食べ物

オリゴ糖が
豊富な食べ物海藻

ごぼう
キャベツ
さつまいも
こんにゃく
玄米

さといも
キウイ
りんご
アボカド
キノコ類

玉ねぎ
とうもろこし
長ネギ
大豆
バナナ

腸育のすすめ
～腸内環境を整えて、

お腹から元気に～

腸内細菌の種類とはたらき
私たちのおなかの中にいる菌のおもな種類と

はたらきを知っておきましょう

善玉菌・悪玉菌・日和見菌の3つの種類がある 3つの理想バランスは2：1：7

病原菌の増殖を防
ぎ、免疫を高める、
消化吸収を促す、便
の性質を改善するな
ど、体にいいはたら
きをする。

数が増えすぎると、下
痢や便秘、肌荒れの
原因になるなど体に
悪さをはたらくが、体
によいことをする菌
もいる。

善玉菌が増えると善玉菌に加勢し、悪玉菌が
増えると悪玉菌に加勢する。多くは土壌菌。

味　　噌…麹菌、酵母菌、乳酸菌の 3 つの善玉菌が豊富。必須アミノ酸がす
べて含まれているほか、ビタミンやミネラルも豊富で、「世界の
中で抗がん作用がある食品　第１位」とも言われている。

納　　豆…納豆菌は熱や胃酸に強く、生きて腸に届きやすい。「世界の中で
抗がん作用がある食品　第 3位」とも言われている。

糠 漬 け…乳酸菌や酪酸菌などさまざまな善玉菌がとれる。お米を精米した
ときにでる糠と塩を発酵させた糠床に、野菜を漬け込んだもの。
栄養素が豊富で、善玉菌と食物繊維を一緒にとることが出来る。

甘　　酒…麹菌、酵母菌、乳酸菌の 3 つの善玉菌が豊富。栄養が豊富に含ま
れていて、麹が生み出す 30 種類以上の酵素が、体のさまざまな
機能を手助けしてくれるため、健康、美容、疲労回復に効果があり、
「飲む点滴」とも言われる。

塩こうじ…麹菌、酵母菌、乳酸菌の 3 つの善玉菌が豊富。麹（蒸した米や麦
に麹菌を生やしたもの）に塩と水を加えるだけで作れる万能調味
料 . 塩こうじの出す酵素が具材のうまみを引き出してくれたり、
肉や魚の臭みも取ってくれる。

麹菌とは？
麹菌は日本の国を代表する
『国菌』に認定されている微
生物で、カビの一種。
麹には腸内環境を整えて身
体の免疫力を向上させる作
用や、デトックスする力を持っ
ているほか、家畜の生育環境
改善や、農業での土壌改良な
ど様々な利用や研究が行わ
れている。

こうじ

●菌の生きている「発酵食品」を食べて、腸の中の善玉菌を増やしてあげる
●菌のエサになる「食物繊維」や「オリゴ糖」を含んだ食品を食べて、腸内細菌を元気にしてあげる
●良い菌を減らさないようにする為に、過度な抗生物質の投与や、行き過ぎた除菌・殺菌をしない
ようにしてあげる

●適度な「運動と睡眠」をとって、腸内細菌が暮らしやすくしてあげる


